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第
171
回
社
会
文
教
委
員
会

相馬社会文教委員長
（大月市）

1	 医療保険制度
①医療保険制度改革②国民健康保険制度③後期
高齢者医療制度

2	 地域医療施策
①医師不足・偏在対策等②自治体病院への財政支
援等

3	 保健衛生施策等
①難病患者対策の推進②麻しん（はしか）対策③
インフルエンザ予防接種④がん検診への支援⑤水
道事業

4	 社会福祉施策
①障害者施策②発達障害が疑われる子どもへの支
援③医療的ケア児への支援④生活保護制度⑤ひき
こもりに対する支援⑥認知症施策

５	 少子化対策等
①子ども・子育て施策等②保育所の待機児童解消
③放課後児童対策④子ども医療費助成制度⑤不
妊治療への財政措置⑥児童虐待防止対策⑦子ど
もの貧困対策

6	 介護保険制度
①介護サービスの提供体制確保②財政運営

７	 雇用対策
①地域雇用対策②多様な人材の活躍促進

8	 文教施策
①教職員の人材確保と働き方改革②小学校外国
語教育の整備③35人学級の実施④特別支援教育
の充実⑤栄養教諭・学校栄養職員⑥学校のＩＣＴ
環境整備⑦学校施設の老朽化対策等⑧いじめ防
止対策⑨ワールドマスターズゲームズ２０２１関西

9	 環境保全施策
①地球温暖化対策②廃棄物処理対策③海洋ごみ
対策④アスベスト対策⑤皮革排水処理への支援⑥
建設発生土対策

社会文教委員会要望事項社会文教委員会要望事項とかしき衆議院厚労委員長（左）

【
橋
本
事
務
総
長
が
就
任
】

本
会
事
務
総
長
の
滝
本

純
生
が
７
月
31
日
付
で
退

任
。
橋
本
嘉
一
（
は
し
も

と
・
か
い
ち
）
が
８
月
１

日
付
で
事
務
総
長
に
就
任

し
た
。

第
１
７
１
回
社
会
文
教
委

員
会
（
委
員
長
＝
相
馬
保
政

大
月
市
議
会
議
長
）
が
７
月

15
日
に
開
催
さ
れ
、
医
師
不

足
・
偏
在
対
策
や
教
職
員
の

人
材
確
保
な
ど
を
求
め
る
要

望
書
を
決
定
し
た
。

相
馬
委
員
長
は
冒
頭
あ
い

さ
つ
で
、
▽
医
師
確
保
対
策

▽
救
急
医
療
の
充
実
確
保
▽

自
治
体
病
院
の
経
営
基
盤
安

定
の
た
め
の
財
政
措
置
―
な

ど
地
域
医
療
施
策
や
、
介
護

保
険
制
度
の
支
援
策
強
化
、

少
子
化
対
策
、
文
教
施
策
な

ど
に
関
す
る
諸
課
題
へ
の
対

応
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
ま

た
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

出
席
し
た
小
泉
栄
正
副
会
長

（
長
野
市
議
会
議
長
）
か
ら

も
「
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、

皆
様
と
と
も
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
」
と
の
意

向
を
述
べ
た
。

要
望
書
で
は
、
▽
医
療
保

険
制
度
▽
地
域
医
療
施
策
▽

保
健
衛
生
施
策
等
▽
社
会
福

祉
施
策
▽
少
子
化
対
策
等
▽

文
教
施
策
―
な
ど
社
会
文
教

施
策
に
関
す
る
９
項
目
に
つ

い
て
求
め
て
い
る
（
全
文
は

本
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
）。

こ
の
う
ち
、
地
域
医
療
施

策
、
保
健
衛
生
施
策
、

少
子
化
対
策
な
ど
の

厚
生
労
働
関
係
に
つ

い
て
、▽
医
師
不
足・

偏
在
対
策
等
▽
難
病

患
者
対
策
の
推
進
▽

子
ど
も
・
子
育
て
施

策
等
―
を
強
く
要
望
。

文
教
施
策
で
は
、

▽
教
職
員
の
人
材
確

保
と
働
き
方
改
革
▽

35
人
学
級
の
円
滑
な

実
施
▽
学
校
施
設
の

老
朽
化
対
策
―
な
ど
に
つ
い

て
求
め
て
い
る
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
厚

生
労
働
省
政
策
統
括
室
の
和

田
幸
典
政
策
企
画
官
か
ら

「
社
会
保
障
制
度
を
め
ぐ
る

最
近
の
動
向
」
に
関
す
る
講

演
が
あ
っ
た
。

会
議
終
了
後
、
相
馬
委
員

長
と
黒
岩
岳
雄
副
委
員
長

（
富
良
野
市
議
会
議
長
）
は

関
係
国
会
議
員
な
ど
に
要
望

活
動
を
実
施
。
と
か
し
き
な

お
み
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員

長
に
面
談
要
望
を
行
っ
た
。

医
師
不
足
、
地
域
偏
在
等

医
師
不
足
、
地
域
偏
在
等

更
な
る
施
策
求
め
る

お
知
ら
せ

次
号
の
旬
報
は
、
８

月
25
日
付
の
２
１
６
５

・
６
号
合
併
号
と
し
て

発
行
し
ま
す
。
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地
方
税
収
　
％
減

地
方
分
権
提
案

地
方
分
権
提
案  

220220
件件

令
和
２
年
度
決
算
見
込
み

1.6

地
方
分
権
改
革
有
識
者
会

議
（
座
長
＝
神
野
直
彦
東
京

大
学
名
誉
教
授
）
は
７
月
５

日
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限

移
譲
、
規
制
緩
和
に
関
す
る

自
治
体
か
ら
の
提
案
が
今
年

は
２
２
０
件
だ
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
市
区
で
は

１
４
１
団
体
か
ら
１
２
４
件

の
提
案
が
あ
っ
た
（
２
市
以

上
の
提
案
項
目
を
3
面
掲
）。

今
後
、
自
治
体
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
関
係
府
省
と
の
調

整
を
経
て
12
月
に
政
府
と
し

て
の
対
応
を
決
定
す
る
予
定
。

同
会
議
の
専
門
部
会
で
調

査
・
審
議
す
る
重
点
事
項
と

し
て
①
子
供
を
産
み
育
て
や

す
い
社
会
の
実
現
②
社
会
保

障
制
度
の
基
盤
強
化
③
グ

リ
ー
ン
社
会
の
実
現
④
活
力

あ
る
地
方
創
り
⑤
デ
ジ
タ
ル

化
の
加
速
―
な
ど
を
決
定
。

こ
の
う
ち
、「
④
活
力
あ
る
地

方
創
り
」
で
最
多
の
14
項
目

の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
。

総
務
省
は
７
月
１６
日
、
令

和
２
年
度
の
地
方
税
収
決
算

見
込
み
額
を
発
表
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で

地
方
法
人
２
税
（
法
人
事

業
税
、
法
人
住
民
税
）
が

落
ち
込
ん
だ
影
響
が
大
き

く
、
特
別
法
人
事
業
譲
与
税

を
含
め
た
実
質
の
地
方
税
収

は
前
年
度
比
１・６
％
減
の

４１
兆
６
６
２
１
億
円
と
な
っ

た
。主

な
内
訳
を
見
る
と
、
地

方
法
人
２
税
（
特
別
法
人
事

業
譲
与
税
含
む
）は
16・６
％

減
の
７
兆
４
０
４
３
億
円
と

二
け
た
の
落
ち
込
み
。
一
方
、

個
人
住
民
税
は
１
・
６
％
増

の
13
兆
３
５
１
０
億
円
、
地

方
消
費
税
は
令
和
元
年
10
月

の
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上

げ
に
よ
り
、13・１
％
増
の
５

兆
４
２
３
７
億
円
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
固
定
資
産
税

が
１
・
1
％
増
の
９
兆
２
６

８
５
億
円
、
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
は
８
・
７
％
減
の
３
９
４

億
円
だ
っ
た
。

第
１
５
９
回
地
方
行
政
委

員
会
（
委
員
長
＝
藤
丸
正
勝

柳
川
市
議
会
議
長
）
が
７
月

20
日
付
で
書
面
開
催
さ
れ
、

地
方
行
政
関
連
施
策
に
関
す

る
要
望
を
決
定
し
た
。

近
年
の
地
方
議
会
を
取
り

巻
く
状
況
で
、
早
急
な
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
る
の
が
議
員

の
な
り
手
不
足
問
題
。
前
回

の
統
一
選
で
は
、地
方
議
会
の

無
投
票
当
選
者
の
割
合
が
高

ま
り
、
小
規
模
市
議
会
で
は

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
会
は
こ
れ
ま
で
も
多
様

な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参
画

促
進
の
た
め
、
環
境
整
備
や

議
会
権
能
強
化
を
求
め
る
決

議
を
重
ね
、
先
の
第
97
回
定

期
総
会
で
も
法
整
備
を
求
め

る
決
議
を
行
っ
て
い
る
が
、同

委
員
会
で
も
、
こ
の
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
が
議
員
の
な

り
手
不
足
に
つ
な
が
る
も
の

と
し
て
、決
議
に
沿
っ
た
要
望

が
重
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。

同
決
議
は
、
▽
地
方
議
員

の
位
置
付
け・議
員
の
職
務
の

明
確
化
▽
若
者
や
女
性
を
含

む
幅
広
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層

が
立
候
補
し
や
す
い
労
働
法

制
の
見
直
し
▽
兼
業
（
請
負
）

禁
止
要
件
の
緩
和
▽
厚
生
年

金
へ
の
地
方
議
員
の
加
入
実

現
―
な
ど
、
多
様
な
人
材
の

市
議
会
へ
の
参
画
を
促
す
環

境
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。

な
か
で
も
、
市
議
会
の
役

割
と
責
任
が
増
す
中
で
、
議

会
の
位
置
付
け
、
議
員
の
職

務
等
を
次
期
統
一
選
ま
で
に

地
方
自
治
法
へ
の
明
記
の
ほ

か
、
先
の
通
常
国
会
で
与
党

か
ら
議
員
立
法
で
の
実
現
を

図
る
動
き
が
あ
っ
た
議
員
の

「
請
負
禁
止
要
件
の
緩
和
」

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
そ

の
実
現
を
求
め
て
い
る
。

地
方
創
生
の
推
進
関
係
で

は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
課
題
も
加
わ

り
、
経
済
活
動
の
停
滞
に
よ

る
地
域
の
活
力
低
下
へ
の
懸

念
か
ら
、
総
合
戦
略
は
必
要

に
応
じ
て
柔
軟
な
見
直
し
を

行
う
こ
と
な
ど
10
項
目
を
盛

り
込
ん
だ
。「
政
治
分
野
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進

法
」
に
基
づ
く
市
町
村
議
会

へ
の
環
境
整
備
等
の
義
務
付

け
に
対
し
て
、取
組
み
へ
の
所

要
の
財
政
支
援
等
を
求
め
た
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
で
は
、

財
政
的
支
援
に
留
ま
ら
ず
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
、社
会

保
障・税
番
号
制
度
へ
の
取
組

強
化
で
は
、活
用
範
囲
の
更
な

る
拡
大
や
国
民
に
対
し
て一層

の
周
知
徹
底
を
求
め
て
い
る
。

第
159
回
地
方
行
政
委
員
会

多
様
な
人
材
参
画 

環
境
整
備
を

藤丸地方行政委員長
（柳川市）

 1	 地方創生の推進について
①第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の
着実な進展②地方への移住・定着の推進③未来
技術の活用等④コロナ禍におけるテレワークの進展
（中略）⑧地域運営組織への支援に係る財政措
置⑨地域おこし協力隊任期後の定住・定着支援
事業の拡充⑩地域における多文化共生の推進

 2	 参議院選挙における合区の解消について
 3	 政治分野における男女共同参画の推進について
 4	 消防防災体制の充実強化について
①消防防災施設・設備整備に対する財政措置の
充実強化②消防防災通信ネットワークの充実強化
③消防団の充実強化など

 5	 過疎地域の持続的発展について
①過疎地域に対する財政措置の充実等②過疎
地域への税制上の配慮

 6	 基礎自治体における持続可能な行政サービス
提供のための広域連携施策の拡充等について
①広域連携施策の推進②合併市町村に対する
財政措置の充実など

 7	 自治体デジタル・トランスフォーメーション推進
への支援等について
①自治体デジタル・トランスフォーメーションの推進
②社会保障・税番号制度に係る取組強化

 8	 基地対策関係予算の確保等について
①基地交付金・調整交付金の増額確保②基地
周辺対策経費の所要額確保など

 9	 治安対策の強化等について
10	 所有者不明土地及び空き家対策について
①所有者不明土地対策について②空き家対策に
おける財政支援等について

11	 領土・主権対策等について
12	 日米地位協定の抜本的な改定及び在沖米軍

基地の負担軽減について
13	 人権救済制度の確立について

地方行政委員会要望事項地方行政委員会要望事項（全文は本会（全文は本会HPHP掲載）掲載）

地
方
議
員

地
方
議
員

な
り
手
不
足

な
り
手
不
足



全 国 市 議 会 旬 報 第 2164 号（3）令和３年 8月 5日号

2 市以上（指定都市市長会など含む）が提案した重点項目
※番号は重点事項の番号 ※令和 2 年の地方分権に関する提案募集「重点事項」資料（内閣府 HP）から抜粋・編集
番号 提案名 提案市、団体（関係府省） 市の提案の概要

３ 小児慢性特定疾病指定医の指定
申請先の一元化（児童福祉法）

さいたま市、川越市、川
口市、越谷市（厚生労働省）

小児慢性特定疾病指定医の指定や更新等を受けようとする医師
が複数の都道府県等が異なる医療機関に勤務する場合、主とし
て診断を行う医療機関のある都道府県等にのみ申請で足りるよ
う見直す

４
市町村子ども・子育て支援事業
計画における「量の見込み」の
算出方法の見直し（子ども・子
育て支援法）

姫路市、西宮市、三木市、
三田市、宍粟市、たつの
市、京都府、堺市（内閣府、
文部科学省、厚生労働省）

「市町村子ども・子育て支援事業計画」における教育・保育の
量の見込みの算出方法について、各市町村が実情に応じて選択
できることを明確化するとともに、現在の利用希望把握調査に
基づく算出方法以外の方法についても示すよう見直す

５
要介護・要支援認定の有効期間
の延長及び手続の見直し（介護
保険法）

さいたま市、川越市、野々
市市、指定都市市長会／
さいたま市（厚生労働省）

要介護・要支援認定について、①新規申請及び区分変更申請に
おける有効期間を原則 12 か月、上限 24 か月に延長②第一号被
保険者（65 歳以上）の更新申請で一定の要件を満たす介護認
定審査会の簡素化対象者は、事前に当該審査会から包括的同意
を得ることで通知を省略する

７
管理栄養士による居宅療養管理
指導を可能とする見直し（介護
保険法）

大阪市、堺市（厚生労働省）指定居宅療養管理指導事業所となっている薬局に配置された管
理栄養士が主治医の指示の下で居宅療養管理指導を可能とする

９
国民健康保険等の一部負担金の
軽減に係る申請を不要とする見
直し（国民健康保険法等）

春日井市、龍ケ崎市、横
浜市、三原市（厚生労働省）

70 歳以上の国民健康保険及び後期高齢者医療保険の被保険者
に係る自己負担割合の軽減を市区町村において把握している収
入情報に基づき行えるようにする

10
被保護者が居所不明となった場
合の生活保護の停廃止に係る通
知方法の明確化（生活保護法）

仙台市、札幌市、さいた
ま市、横浜市、相模原市、
浜松市、名古屋市、京都市、
岡山市、広島市、北九州市、
福岡市、熊本市（厚生労
働省）

被保護者が居所不明となった場合の生活保護の停廃止に係る通
知方法を法令等で明確にする

13
障害者及び障害児関係の計画に
係る計画期間の延長等（障害者
の日常生活及び社会生活を総合
的に支援するための法律等）

京都市、姫路市、西脇市、
三木市、高砂市、加西市、
宍粟市、たつの市、八王
子市（内閣府、厚生労働省）

障害者及び障害児関係の計画について、①計画期間を延長し、
PDCA サイクルをまわすために十分な時間の確保②障害者計
画と障害（児）福祉計画の記載内容の簡素化

15
炭素社会実現に係る各計画の統
廃合及び策定支援（環境基本法
等）

堺市、茅ヶ崎市（環境省）
①「地域気候変動適応計画」、「地方公共団体実行計画」、「行動
計画」における統廃合などの見直し② 「地域気候変動適応計画」

「地方公共団体実行計画」の策定を努力義務とする。不可能な
場合は支援の充実を図る

21
農業委員会委員の過半数を認定
農業者等とする法定要件の緩和

（農業委員会等に関する法律）
安城市、福井市（農林水
産省）

認定農業者等が農業委員会の委員の「過半数」を占めなければ
ならないとする要件の引下げもしくは委員資格要件の緩和、ま
たは例外的に認定農業者等が委員の過半数を占めることを要し
ない「認定農業者が少ない場合」の要件の緩和

25
新型コロナウイルス感染症対応
のための応急仮設建築物の存続
期間の延長（新型インフルエン
ザ等対策特別措置法等）

八 王 子 市、 さ い た ま 市、
横浜市（内閣官房、厚生
労働省、国土交通省）

新型コロナ感染症への対応のために設置される臨時の医療施設
などの応急仮設建築物について、安全性等の観点から支障がな
いと認められる場合は、特定行政庁が２年３か月を超えて存続
期間を柔軟に延長可能にする

28
土地改良法に基づき市町村が定
める応急工事計画に係る議会議
決を不要とする見直し（土地改
良法）

那須塩原市、さくら市（農
林水産省）

市町村が土地改良法に基づき災害復旧工事を行う場合の議会の
議決を不要とする

29
地籍調査における事業計画の変
更手続の廃止等の見直し（国土
調査法）

京都市、堺市、那須塩原市、
佐野市、さくら市、那須
烏山市（法務省、国土交
通省）

①事務取扱要領に基づく地籍調査事業計画の変更手続の廃止②
地籍調査の成果を登記所に送付する際の登記官からの修正指示
について法令上の根拠を明確にした上で必要最小限し、地籍図
の作成における登記官の修正方針を統一・明確化する

32
地方創生関係の計画の整理・合
理化（まち・ひと・しごと創生
法等）

神戸市、姫路市、加古川市、
三木市、たつの市、京都市、
岡山市（内閣官房、内閣府）

地方創生関係交付金の交付を受ける際地方公共団体で策定する
必要のある各種計画（地方版総合戦略、地域再生計画、実施計
画（施設整備計画））で、①地方版総合戦略による地域再生計
画の代替可能化②地方版総合戦略における数値目標や KPI 設
定、外部有識者評価による効果検証などの進捗管理の簡素化③
複数事業をまとめての地域再生計画策定や地域再生計画及び実
施計画（施設整備計画）の重複事項省略など記載内容の簡素化

33
地方版消費者基本計画と都道府
県消費者教育推進計画等の一体
的な策定（消費者基本法等）

今治市、新居浜市、西条市、
大洲市、西予市、（消費者
庁）

① 「地方版消費者基本計画」の策定は任意であるということの
明確化② 「地方版消費者基本計画」と「都道府県消費者教育推
進計画」（又は「市町村消費者教育推進計画」）を一体的に策定
できることの明確化、国が定める「消費者基本計画」と「消費
者教育の推進に関する基本的な方針」の計画期間の一致

36 住民基本台帳ネットワークの利
用事務の拡大（住民基本台帳法）

京都市、堺市、神戸市（総
務省、国土交通省）

住民基本台帳法別表及び同法別表に関する省令に、空家等対策
の推進に関する特別措置法・国土調査法に関する事務並びに公
営住宅の家賃等の徴収に関する事務を追加

37 行政事務における戸籍情報の電
子的な利用の拡大（戸籍法等）

京 都 市、 堺 市、 神 戸 市、
豊田市（総務省、法務省、
国土交通省）

①当該市区町村に本籍地のない者の戸籍情報について、当該市
区町村の戸籍担当部署から入手可能にする②住民基本台帳ネッ
トワークシステム上で本籍地情報を本人確認情報に追加
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本
会
は
、
第
16
回
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
11
月
17
、
18

の
両
日
、
島
根
県
松
江
市
の

く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
開
催
し

ま
す
。

今
回
の
大
会
テ
ー
マ
は
、

「
大
災
害
・
感
染
症
と
議
会
」。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

事
例
報
告
を
交
え
た
課
題
討

議
を
行
う
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参

加
申
込
み
等
、
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
近
日
中
に
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

第１日	 11月17日（水）
11:30	 開場・受付
13:00	 開会式
13:20	 第１部　基調講演
	 「分権型社会の構想と江戸の知恵」（仮）
	 田中 優子	 法政大学前総長・名誉教授
14:20	 休憩
14:40	 第２部　パネルディスカッション
	 「大災害・感染症と議会」（仮）
	 コーディネーター
	 新川 達郎　同志社大学名誉教授
	 パネリスト
	 名和田是彦	 法政大学法学部教授
	 阪本真由美	 兵庫県立大学大学院
	 	 減災復興政策研究科教授
	 中川 和之	 時事通信社解説委員
	 立脇 通也	 松江市議会議長
16:40	 次期開催地挨拶
16:50	 終了
17:10	 第３部　意見交換会
18:10	 終了

第２日	 11月18日（木） 
  8:15	 開場
  9:00	 第４部　課題討議
	 「大災害・感染症と議会」（仮）
	 コーディネーター
	 新川 達郎	 同志社大学名誉教授
	 事例報告市
	 ３市（御殿場市、倉敷市、八代市）

プ ロ グ ラ ム

■主催：全国市議会議長会　■後援：総務省（予定）　■協賛：全国市議会議員互助会　■実施：第16回全国市議会議長会研究フォーラム実行委員会

大会テーマ 大災害・感染症と議会

第16回

令和3年

9:00～（開場8:15～）
11月17日●水 18日●木▶
13:00～（開場・受付11:30～）

日時 会場

定員

お問い合わせ先
株式会社ＪＴＢビジネストランスフォーム「第16回全国市議会議長会研究フォーラムin松江」係

TEL：03-5949-1357　FAX：03-5396-8140　Eメール：shigikai2021matsue@jbn.jtb.jp

今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大によっては、中止・延期等の場合があります。

田中 優子
（法政大学前総長　名誉教授）

くにびきメッセ
松江市学園南1丁目2番1号

（予定）

オンライン配信
行います！

2,100名 参加費 9,000円

基 調 講 演

（プロフィール）
専門は日本近世文化・アジア比較文化。研究領域は、江戸時代の
文学、美術、生活文化。『江戸の想像力』で芸術選奨文部大臣新人
賞、『江戸百夢』で芸術選奨文部科学大臣賞・サントリー学芸賞。
その他多数の著書がある。江戸時代の観点から、現代の問題に
言及することも多い。2005年度紫綬褒章。近著に『江戸問答』

in
松江

全国市議会議長会
研究フォーラム

お申込 み は こ ち ら か ら

●参加費（視聴料）：未定
●参 加 方 法：Webサイトからお申込みください。
●参加申込み期間：令和３年11月22日（月）～

　12月28日（火）

開催概要

第1日（11/17） 基調講演　(法政大学前総長 名誉教授　田中優子) 

パネルディスカッション

第2日（11/18） 課題討議

視察

市議会議員に限らずどなたでも視聴可能です。
配信期間：令和4年1月（予定）※２週間程度の期間限定の予定です。

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、研究フォーラムを中止またはプログラム
の一部を変更することもありますので、予めご了承ください。

原口亮志議長

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
７３
万
１
７
５
５
人

（
令
和
３
年
７
月
１
日
）

▽
面
積　
３
９
０
・
３２
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
熊
本
に
陸

軍
の
鎮
台
が
置
か
れ
た
の
が

明
治
４
年
。
そ
の
後
、
大
正
、

昭
和
に
か
け
て
国
の
出
先
機

関
の
設
置
が
相
次
ぎ
、
九
州

の
政
治
、
軍
事
・
防
衛
の
中

心
地
と
し
て
歴
史
を
重
ね
て

き
た
。
明
治
22
年
4
月
市
政

施
行
。
平
成
８
年
４
月
中
核

市
、
同
24
年
4
月
政
令
指
定

都
市
に
。
同
28
年
３
月
に
近

隣
１６
市
町
村
と
連
携
中
枢
都

市
圏
を
形
成
、
３
年
後
に
菊

池
市
が
加
わ
っ
て
同
都
市
圏

議
の
ネ
ッ
ト
放
映
で
手
話
通

訳
の
画
面
表
示
も
始
め
た
。

は
18
市
町
村
に
広
が
っ
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル
　
市
章
は
「
く

ま
も
と
」
の
「
く
」
の
字
を

図
案
化
し
た
。
和
を
尊
び
、

人
の
調
和
を
基
本
と
し
て
躍

進
す
る
市
の
姿
を
円
形
で
表

現
し
、
未
来
へ
た
く
ま
し
く

発
展
す
る
意
を
太
い
円
形
に

込
め
た
。
市
木
は
イ
チ
ョ

ウ
、
市
花
は
肥
後
ツ
バ
キ
、

市
鳥
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

４８
人
（
現

在・男
性
４３
人
、
女
性
５
人
）

▽
前
回
選
挙　
平
成
31
年
４

月
７
日
。
立
候
補
６２
人
。
投

票
率
４１
・
66
％
。　

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
市
民

に
開
か
れ
た
市
議
会
の
実
現

に
向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
今
年

第
2
回
定
例
会
か
ら
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
し
た
委
員

会
の
録
画
配
信
を
開
始
。
第

3
回
定
例
会
か
ら
は
生
中
継

に
も
取
り
組
む
予
定
。
本
会

熊本城
（写真提供＝熊本市）

熊
本
市
は
九
州
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
て
お
り
、
県
外

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す

く
、
九
州
の
国
際
観
光
ル
ー

ト
の
中
心
で
す
。
こ
の
た

び
、
２
０
１
６
年
熊
本
地
震

か
ら
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
、

熊
本
城
「
天
守
閣
」
が
復
活

し
、
６
月
末
か
ら
第
３
弾
と

な
る
特
別
公
開
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
人
口
５０
万
人

以
上
の
上
水
道
を
す
べ
て
地

下
水
で
賄
う
世
界
で
も
非
常

に
珍
し
い
都
市
で
も
あ
り
、

自
慢
の
水
が
育
む
農
産
物
、

特
に
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
な

す
、
み
か
ん
は
全
国
有
数
の

生
産
を
誇
り
ま
す
。
皆
様
の

御
来
訪
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

熊

本

市

副
会
長
市
紹
介
紹
介

第4回第 4回
  

議

長

の

話

議

長

の

話

令和3年全国市議会議長会研究フォーラム
11月17日（水）

11月18日（木）

第１６回

「大災害・感染症と議会」 くにびきメッセ

企
画
議
事
部

☎
０
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３
２
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２
３
０
３

全国市議会議長会

https://www.si-gichokai.jp/


